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本
年
度
か
ら
、
い
つ
も
２
月
に
開

催
さ
れ
て
い
た
臨
時
総
会
が
無
く
な

り
、
臨
時
総
会
と
一
緒
に
開
催
さ
れ

て
い
た
全
国
師
範
吟
詠
発
表
会
の
代

わ
り
に
、「
錦
友
」
発
行
三
百
号
記

念
師
範
吟
詠
発
表
会
が
令
和
２
年
２

月
27
日
（
木
）
よ
り
28
日
（
金
）、「
か

ら
す
ま
京
都
ホ
テ
ル
」
に
於
い
て
開

催
さ
れ
る
予
定
で
準
備
が
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
度
の
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
拡
大
が
懸
念

さ
れ
、感
染
リ
ス
ク
を
避
け
る
た
め
、

開
催
ま
で
一
週
間
を
切
る
中
で
、
急

遽
中
止
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
発
表
会
は
、
初
め
て
の
試
み

と
し
て
、
希
望
す
る
師
範
は
、
全
員

が
独
吟
を
す
る
と
い
う
企
画
で
、
全

国
か
ら
二
五
〇
名
を
越
え
る
師
範
の

申
し
込
み
が
あ
り
、
祝
賀
会
も
企
画

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
申
込
者
か
ら
は
、
残
念
と
い

う
声
や
、
ホ
ッ
と
し
た
と
い
う
声
な

ど
、
色
々
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
後

の
状
況
か
ら
み
る
と
、
中
止
の
判
断

は
、
正
し
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
参

加
申
し
込
み
の
師
範
の
皆
様
の
ご
理

解
、
ご
協
力
に
感
謝
致
し
ま
す
。

（
本
部
事
務
局
）
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新型コロナウイルス感染リスクを抑えるため中止

可
部
道
場
（
広
島
）

道
場
長　

山
本
光
恵

今
泉
延
命
寺
双
盤
講
保
存
会
吟
詠
部

（
東
京
）

吟
詠
部
長　

岡
崎
さ
ち
こ

　

年
の
瀬
も
押
し
詰
ま
る
令
和
元
年

12
月
15
日
、
錦
城
流
宗
家
・
山
元
錦

城
先
生
、
錦
城
会
会
長
・
城
戸
城
濤

先
生
、
詩
舞
道
錦
城
流
宗
家
・
本
村

緑
崇
先
生
を
お
迎
え
し
、
小
城
市
三

日
月
町
「
ド
ゥ
イ
ン
グ
」
に
て
、
10

年
ぶ
り
の
佐
賀
県
本
部
大
会
を
開
催

い
た
し
ま
し
た
。

佐
賀
県
本
部
大
会

（
県
本
部
45
周
年
記
念
）

　

琵
吟
舞
物
語
『
義
経
の
最
期
』
を

メ
イ
ン
に
、
地
元
佐
賀
県
に
ち
な
む

『
陶
都
有
田
』、『
佐
賀
の
詩
風
を
偲

ぶ
』、『
高
田
保
馬
を
偲
ぶ
』、ま
た『
詩

舞
』、『
書
道
吟
』
な
ど
盛
り
沢
山
の

内
容
を
発
表
い
た
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
好
天
に
恵
ま
れ
、
た
く
さ

ん
の
お
客
様
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
、

大
変
充
実
し
た
大
会
に
な
り
ま
し
た
。

客
席
を
埋
め
尽
く
し
た
お
客
様
も
、

満
足
さ
れ
た
様
子
で
、「
素
晴
ら
し

か
っ
た
。」「
感
激
し
ま
し
た
。」「
次

の
大
会
の
時
に
は
必
ず
声
を
か
け
て

ね
。
今
度
は
、
友
達
誘
っ
て
く
る
か

ら
。」
等
々
お
褒
め
の
言
葉
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
で
も
、「
私
も
詩
吟
を
や

り
た
い
。」「
入
会
し
ま
す
。」
の
声
が

聞
け
な
か
っ
た
の
が
残
念
で
す
。
ど

う
す
れ
ば
、
大
会
の
開
催
を
会
員
増

強
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
か
、

こ
れ
か
ら
の
課
題
だ
と
思
い
ま
す
。

　

今
日
の
佐
賀
県
本
部
の
礎
を
築
い

て
く
だ
さ
っ
た
、
そ
し
て
、
多
く
の

佐
賀
県
に
ち
な
む
作
品
を
遺
し
て
下

さ
っ
た
初
代
佐
賀
県
本
部
長
・
松
尾

城
州
先
生
に
改
め
て
感
謝
の
意
を
表

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
錦
上
花
を
添
え
て
頂
き
ま

し
た
協
賛
の
先
生
方
、
大
変
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

佐
賀
県
本
部
会
員
の
皆
さ
ん
、
本
当

に
お
疲
れ
様
で
し
た
。

（
佐
賀
県　

古
賀
錦
優
）
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昨
年
10
月
20
日
、
福
山
市
労
働
会

館
「
み
や
び
」
に
於
い
て
、
福
山
松

浜
支
部
・
駅
屋
支
部
の
会
員
50
数
名

が
集
ま
り
、
小
山
城
将
先
生
を
偲
ぶ

会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

小
山
城
将
先
生
を
偲
ぶ
会
を
開
催

　

吟
歴
60
数
年
、
数
知
れ
な
い
功
績

と
多
く
の
弟
子
を
育
て
て
こ
ら
れ
た

先
生
に
、
謝
意
と
敬
意
を
表
し
、
黙

禱
と
献
花
を
捧
げ
、
お
元
気
な
頃
の

吟
声
の
流
れ
る
会
場
で
、
小
山
先
生

と
の
思
い
出
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
共
有

し
、
先
生
へ
届
け
！
と
吟
詠
と
詩
舞

を
披
露
し
ま
し
た
。

　

献
杯
後
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
先
生
へ

の
想
い
を
語
り
合
う
和
や
か
な
食
事

会
に
移
り
ま
し
た
。
先
生
の
お
陰
で

錦
城
流
を
吟
じ
ら
れ
る
喜
び
を
胸

に
、
会
員
一
同
が
、
こ
の
日
か
ら
小

土
井
錦
日
支
部
長
の
も
と
、
支
部
を

発
展
さ
せ
て
恩
顧
に
報
い
る
事
を
誓

い
、
気
持
ち
を
一
つ
に
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

（
福
山
松
浜
支
部
副
支
部
長
・

高
橋
城
凰
）

　

東
本
門
下
指
導
師
範
の
お
弟
子
さ

ん
（
孫
弟
子
）
を
中
心
と
し
た
独
吟

会
を
開
催
。
そ
の
時
の
感
想
記
事
を

江
口
錦
道
総
教
師
範
の
お
弟
子
・
初

伝　

江
頭
英
世
さ
ん
と
、
指
導
師
範

を
代
表
し
て
、
阿
比
留
錦
松
総
教
師

範
に
綴
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
　

城
南
道
場
担
当

阿
比
留
錦
松　

　

令
和
元
年
12
月
１
日
（
日
）
午
後

１
時
、福
岡
市
三
宅
地
禄
会
館
に
て
、

南
・
中
央
・
大
宰
府
・
城
南
・
早
良

合
同
の
新
人
会
員
を
中
心
と
し
た
独

吟
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

会
員
が
選
ん
だ
詩
を
、
指
導
師
範

共
に
練
習
を
重
ね
て
の
発
表
で
、
お

互
い
に
緊
張
し
た
中
に
も
成
果
を
発

揮
、吟
じ
た
後
の
安
堵
感
が
窺
え
た
。

　

発
表
後
、
東
本
先
生
か
ら
一
人
一

人
に
対
す
る
講
評
と
今
後
の
練
習
及

び
目
標
を
提
示
し
て
頂
き
、
吟
者
、

指
導
者
共
に
改
め
て
方
向
性
を
見
い

出
せ
た
。
伝
位
の
低
い
方
、
ま
た
見

学
者
に
向
け
て
の
錦
城
流
・
錦
城
会

の
由
来
等
の
説
明
、
先
ず
は
、
雅
号

を
目
指
す
こ
と
、
各
教
場
に
富
士
山

の
吟
が
聞
か
れ
、
仲
間
作
り
を
良
好

に
す
る
よ
う
に
等
の
要
望
を
出
さ
れ

た
。

福
岡
中
央
道
場　

百
道
教
場

初
伝　

江
頭
英
世　

　

入
会
２
カ
月
の
青
年
を
先
頭
に
初

体
験
と
あ
っ
て
、一
応
に
緊
張
は
あ
っ

た
も
の
の
、
日
頃
の
成
果
を
発
揮
で

き
た
の
で
は
・
・
・
と
、
茶
話
会
の

ビ
ー
ル
一
口
が
美
味
し
か
っ
た
。

　

後
半
、
先
輩
の
堂
々
と
し
た
吟
も

勉
強
に
な
り
、
東
本
先
生
が
錦
城
流

の
生
立
ち
、
流
祖
の
指
標
「
一
吟
心

霊
に
徹
す
」
の
詩
吟
に
託
す
思
い
、

魂
を
込
め
た
吟
、
詩
文
の
中
に
命
を

吹
き
込
む
こ
と
、
深
く
高
い
も
の
を

目
指
せ
ば
、
自
ず
と
吟
ず
る
こ
と
が

楽
し
く
な
る
と
熱
く
語
ら
れ
た
。
ま

た
、
吟
者
一
人
一
人
へ
の
感
想
と
注

意
点
が
、
実
に
丁
寧
で
的
確
な
こ
と

に
感
心
さ
せ
ら
れ
た
。

　

茶
話
会
で
は
、
他
教
場
と
の
懇
親

を
深
め
、
入
会
の
動
機
等
を
語
り
、

最
後
に
、
東
京
五
輪
音
頭
二
〇
二
〇

を
皆
で
踊
り
、
各
教
場
の
発
展
を
願

い
万
歳
三
唱
。
東
本
先
生
、
教
場
の

先
生
方
の
ご
尽
力
に
感
謝
し
、
次

の
機
会
を
皆
さ
ん
と
共
に
期
待
し
、

願
っ
て
お
り
ま
す
。

教

場

合

同

独

吟

会

総
師
範
　
東
本
錦
怜

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

　

雅
号　
　
　

県
名　
　
　

取
得
日

佐
藤
錦
青　
（
広
島
県
）　
　

１
・
11

木
村
錦
豊　
（
大
阪
府
）　
　

１
・
12

吉
川
錦
橙　
（
茨
城
県
）　
　

１
・
12

津
川
城
洸　
（
茨
城
県
）　
　

１
・
12

吉
田
錦
華　
（
福
島
県
）　
　

２
・
２

橋
本
城
謙　
（
東
京
都
）　
　

２
・
３

◇
新
師
範
の
紹
介
◇

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A

◆
催
事
の
ご
案
内
◆

（
令
和
２
年
４
月
〜
２
年
12
月
）

◆
本
会
主
催　

◇
本
会
後
援

◇
東
京
都
本
部
60
周
年
（
大
田
支
部

65
周
年
、
船
橋
道
場
45
周
年
）
記

念
大
会

・
４
月
26
日
（
日
）

・
新
宿
文
化
セ
ン
タ
ー

◇
福
岡
県
本
部
大
会（
50
周
年
記
念
）

・
５
月
31
日
（
日
）

・
中
止
決
定

◆
定
時
総
会
、
指
導
者
講
習
・
研
修

会
・
６
月
25
日
（
木
）
～
26
日
（
金
）

・
石
川
県　

加
賀
観
光
ホ
テ
ル

◇
静
岡
県
吟
詠
の
集
い

・
７
月
上
旬

◇
広
島
県
本
部
55
周
年
記
念
大
会

・
９
月
20
日
（
日
）

・
中
止
決
定

◆
一
般
社
団
法
人
詩
吟
朗
詠
錦
城
会

全
国
大
会

・
10
月
４
日
（
日
）

・	

山
口
県
周
南
市
「
周
南
市
文
化
会

館
」

◆
詩
舞
道
錦
城
流
全
国
大
会

・
11
月
22
日
（
日
）

・
中
止
決
定

◇
組
織
体
長
の
変
更
◇

石
山
支
部
（
滋
賀
）

	

支
部
長　

明
智
城
秀

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
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雅
号　
　
　

県
名　
　
　

取
得
日

山
本
城
明　
（
福
島
県
）　
　

１
・
12

塚
本
錦
合　
（
広
島
県
）　
　

１
・
12

政
岡
城
興　
（
三
重
県
）　
　

１
・
12

小
林
城
照　
（
長
崎
県
）　
　

１
・
12

高
木
城
史　
（
滋
賀
県
）　
　

１
・
12

高
羽
城
幹　
（
神
奈
川
県
）　

１
・
12

久
木
田
錦
亮（
鹿
児
島
県
）
１
・
12

鈴
木
錦
巧　
（
鹿
児
島
県
）　

１
・
12

菊
池
錦
鄕　
（
東
京
都
）　
　

１
・
12

小
土
井
錦
日（
広
島
県
）　
　

１
・
12

寒
河
江
城
栄（
神
奈
川
県
）
１
・
12

中
村
錦
爽　
（
鹿
児
島
県
）　

１
・
12

山
本
城
勘　
（
山
口
県
）　
　

１
・
12

後
藤
錦
曜　
（
長
崎
県
）　
　

１
・
12

青
島
城
菁　
（
静
岡
県
）　
　

１
・
12

田
中
錦
晃　
（
長
崎
県
）　
　

２
・
３

中
嶋
城
湖　
（
滋
賀
県
）　
　

２
・
３

柊　

錦
佼　
（
滋
賀
県
）　
　

２
・
３

小
林
錦
湖　
（
広
島
県
）　
　

２
・
３

迫
田
錦
州　
（
鹿
児
島
県
）　

２
・
３

佐
藤
錦
綾　
（
神
奈
川
県
）　

２
・
３

石
橋
錦
紅　
（
福
岡
県
）　
　

２
・
３

土
田
城
江　
（
滋
賀
県
）　
　

２
・
３

藤
野
錦
瑞　
（
滋
賀
県
）　
　

２
・
３

北
脇
錦
抄　
（
滋
賀
県
）　
　

２
・
３

榎
田
錦
久　
（
鹿
児
島
県
）　

２
・
３

國
生
城
庵　
（
鹿
児
島
県
）　

２
・
３

四
元
錦
杳　
（
鹿
児
島
県
）　

２
・
３

中
村
錦
裕　
（
愛
知
県
）　
　

２
・
３

佐
藤
城
孝　
（
神
奈
川
県
）　

２
・
３

野
瀬
城
夏　
（
滋
賀
県
）　
　

２
・
３

吉
田
城
聡　
（
長
崎
県
）　
　

２
・
３

◇
新
総
師
範
の
紹
介
◇

草
野
錦
葉　
（
長
崎
県
）　
　

２
・
３

竹
内
錦
鈴　
（
北
海
道
）　
　

２
・
３

兒
島
錦
聡　
（
鹿
児
島
県
）　

２
・
３

安
田
城
紘　
（
長
崎
県
）　
　

２
・
３

小
堀
錦
州　
（
滋
賀
県
）　
　

２
・
３

鈴
木
錦
蒼　
（
愛
知
県
）　
　

２
・
３

木
村
城
月　
（
滋
賀
県
）　
　

２
・
３

川
島
城
石　
（
滋
賀
県
）　
　

２
・
３

福
地
城
窯　
（
滋
賀
県
）　
　

２
・
３

篠
原
錦
晧　
（
福
岡
県
）　
　

２
・
３

末
永
錦
花　
（
長
崎
県
）　
　

２
・
３

髙
木
城
浅　
（
滋
賀
県
）　
　

２
・
３

村
田
城
有　
（
鹿
児
島
県
）　

２
・
３

金
澤
城
耀　
（
滋
賀
県
）　
　

２
・
３

西
田
城
湖　
（
滋
賀
県
）　
　

２
・
３

本
坊
錦
鵬　
（
鹿
児
島
県
）　

２
・
３

久
木
田
城
康（
鹿
児
島
県
）　

２
・
３

茂
呂
城
蕉　
（
埼
玉
県
）　
　

２
・
３

朝
倉
錦
洲　
（
宮
城
県
）　
　

２
・
３

村
上
城
毅　
（
福
岡
県
）　
　

２
・
３

松
本
錦
唱　
（
滋
賀
県
）　
　

２
・
３

西
堀
錦
優　
（
滋
賀
県
）　
　

２
・
３

太
田
城
昊　
（
滋
賀
県
）　
　

２
・
３

髙
橋
錦
道　
（
宮
城
県
）　
　

２
・
３

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A

　

雅
号　
　
　

県
名　
　
　

取
得
日

齋
藤
錦
皇　
（
神
奈
川
県
）　

１
・
12

尾
田
城
西　
（
滋
賀
県
）　
　

１
・
12

池
淵
城
秀　
（
福
岡
県
）　
　

１
・
12

西
村
城
勘　
（
滋
賀
県
）　
　

１
・
12

角
田
城
奨　
（
東
京
都
）　
　

１
・
12

吉
岡
城
恒　
（
滋
賀
県
）　
　

１
・
12

井
上
錦
賀　
（
広
島
県
）　
　

１
・
12

◇
新
大
師
範
の
紹
介
◇

梅
﨑
錦
嶺　
（
佐
賀
県
）　
　

１
・
12

福
原
城
俊　
（
山
口
県
）　
　

１
・
12

野
矢
錦
彭　
（
福
島
県
）　
　

１
・
12

木
原
錦
宏　
（
長
崎
県
）　
　

１
・
12

松
尾
城
仁　
（
佐
賀
県
）　
　

１
・
12

和
田
錦
環　
（
広
島
県
）　
　

１
・
12

清
水
城
仁　
（
愛
知
県
）　
　

１
・
12

林　

錦
寿　
（
大
阪
府
）　
　

１
・
12

菅　

錦
玲　
（
長
崎
県
）　
　

１
・
12

内
田
錦
征　
（
滋
賀
県
）　
　

１
・
12

細
道
錦
奏　
（
北
海
道
）　
　

１
・
12

円　

城
久　
（
滋
賀
県
）　
　

１
・
12

金
子
錦
右　
（
佐
賀
県
）　
　

１
・
12

谷
村
城
嗣　
（
滋
賀
県
）　
　

１
・
12

蛭
川
城
穂　
（
愛
知
県
）　
　

１
・
12

廣
内
城
島　
（
滋
賀
県
）　
　

２
・
３

河
野
錦
嶺　
（
広
島
県
）　
　

２
・
３

酒
井
錦
瑛　
（
東
京
都
）　
　

２
・
３

東　

城
征　
（
広
島
県
）　
　

２
・
３

大
西
錦
祥　
（
滋
賀
県
）　
　

２
・
３

中
野
錦
修　
（
東
京
都
）　
　

２
・
３

日
髙
錦
愛　
（
長
崎
県
）　
　

２
・
３

神
垣
錦
涛　
（
広
島
県
）　
　

２
・
３

中
本
錦
優　
（
広
島
県
）　
　

２
・
３

中
田
錦
良　
（
広
島
県
）　
　

２
・
３

小
嶋
城
慶　
（
滋
賀
県
）　
　

２
・
３

押
田
錦
蓉　
（
東
京
都
）　
　

２
・
３

平　

城
楠　
（
鹿
児
島
県
）　

２
・
３

中
島
城
渓　
（
佐
賀
県
）　
　

２
・
３

木
原
錦
翠　
（
佐
賀
県
）　
　

２
・
３

中
西
錦
初　
（
広
島
県
）　
　

２
・
３

塩
澤
城
佳　
（
静
岡
県
）　
　

２
・
３

村
山
城
機　
（
東
京
都
）　
　

２
・
３

長
谷
川
錦
公（
静
岡
県
）　
　

２
・
３

岩
田
城
龍　
（
東
京
都
）　
　

２
・
３

氏
原
城
爽　
（
滋
賀
県
）　
　

２
・
３

太
田
城
司　
（
滋
賀
県
）　
　

２
・
３

國
領
城
柳　
（
滋
賀
県
）　
　

２
・
３

髙
橋
錦
裕　
（
滋
賀
県
）　
　

２
・
３

外
川
錦
夢　
（
滋
賀
県
）　
　

２
・
３

竹
浦
錦
笙　
（
北
海
道
）　
　

２
・
３

田
中
城
古　
（
滋
賀
県
）　
　

２
・
３

福
島
城
楓　
（
滋
賀
県
）　
　

２
・
３

片
山
錦
京　
（
三
重
県
）　
　

２
・
３

寺
島
城
春　
（
滋
賀
県
）　
　

２
・
３

林　

錦
装　
（
愛
知
県
）　
　

２
・
３

中
川
城
松　
（
岐
阜
県
）　
　

２
・
３

小
田
錦
聡　
（
福
岡
県
）　
　

２
・
３

川
崎
錦
諒　
（
鹿
児
島
県
）　

２
・
３

上
野
錦
翔　
（
大
阪
府
）　
　

２
・
３

吉
見
城
洋　
（
愛
知
県
）　
　

２
・
３

堀
池
錦
慶　
（
滋
賀
県
）　
　

２
・
３

吉
松
城
勇　
（
宮
崎
県
）　
　

２
・
３

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A

新
入
会
員
の
紹
介

（
11
／
21
〜
３
／
11
）　 

久
留
米
道
場　

益
山
千
鶴

名
古
屋
守
山
支
部　

道
田
英
和

柏
道
場　

榎
本
貞
子

長
崎
支
部　

有
馬
浄
美　

末
吉
房
子

宮
崎
喜
一　

松
本
み
ゆ
き　

頴
川

栄
子　

船
津
朋
美　

峯　

与
志
子

大
津
支
部　

谷
口
忠
治　

植
田
敏
夫

奥
村
英
夫　

長　

俊
吉　

齋
藤
周

志　

東　

宗
司　

野
瀬
昌
子　

中

畑
ひ
ろ
子　

川
島
ゆ
ず
る　

水
戸
支
部　

大
原
保
夫

能
登
川
支
部　

森　

作
也

福
山
南
支
部　

岸
本
利
夫　

岸
本
露

美

今
泉
延
命
寺
双
盤
講
保
存
会
吟
詠
部

　

吉
田
耕
造　

森　

茂　

西
村
啓
子

渡
邊
浩
司　

藤
本
誠
子

盛
岡
支
部　

山
火
浩
之
介　

可
部
道
場　

山
本
光
恵　

谷
川
悦
子

吉
村
猛
文

日
野
支
部　

羽
田
昭
夫

津
支
部　

岡　

勝
治

鹿
児
島
支
部　

地
福
ま
さ
子　

田
村

侑
子　

福
留
良
幸　

藤
井
悦
司　

藤
井
は
ま
子　

海
江
田
順
三
郎

栗
東
支
部　

長
谷
川
佐
智
子　

山
内

太
珂
子　

太
田
久
佐
子

柏
道
場　

山
埼
千
代
子　
　

佐
々
支
部　

小
林
陽
夏　

小
林
愛
咲

小
林
紅
葉　

田
中
廣
子

垂
水
道
場　

寺
坂
洋
子　

國
師
洋
子

函
館
支
部　

奥
野
敬
子　

諫
早
支
部　

栗
崎
富
雄

隼
人
道
場　

田
畑　

満

小
倉
支
部　

谷
口
早
紀
子　

平
川
由

美　

長　

千
代
子

南
房
総
道
場　

西
澤
伸
子

玖
珠
支
部　

麻
生
心
愛　

酒
井
克
彦

岡
垣
支
部　

土
屋
百
利
子　

白
武
眞

利
子

行
橋
支
部　

山
中
広
子

熱
田
道
場　

宮
地
吉
男

福
山
松
浜
支
部　

羽
原
澤
美　

水
ノ

上
良
三

世
田
谷
支
部　

野
田
美
穂

広
島
支
部　

中
村
直
己　

横
山　

稔

高
宮
中
央
支
部　

西
堀
佐
喜
子　

植

田
喜
代
子
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滋
賀
県
近
江
八
幡
支
部

琵
琶
の
調
べ
も
華
や
か
に
初
吟
会

　

令
和
２
年
１
月
12
日
（
日
）
に
、

近
江
八
幡
支
部
の
初
吟
会
が
、
市
内

グ
リ
ー
ン
ホ
テ
ル
に
於
い
て
開
か
れ

ま
し
た
。
今
年
は
、
新
人
数
人
が
増

え
、
に
ぎ
や
か
に
参
加
35
名
が
、
今

年
も
し
っ
か
り
吟
を
続
け
る
ぞ
と
い

う
意
気
込
み
で
吟
じ
ま
し
た
。

　

全
員
の
吟
詠
が
終
了
後
、
先
日
、

近
江
八
幡
文
化
祭
に
も
参
加
し
た
琵

吟
『
太
田
道
灌
』
が
、
橋
本
錦
映
先

生
の
琵
琶
、
師
範
・
総
教
師
範
数
名

の
吟
に
よ
り
演
じ
ら
れ
、
そ
の
音
色

の
美
し
さ
に
、
皆
、
酔
い
し
れ
ま
し

た
。
琵
琶
の
調
べ
と
吟
の
声
が
素
敵

な
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
奏
で
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
、「
今
年
も
元
気
で
」

と
乾
杯
、
に
ぎ
や
か
に
新
し
い
年
を

祝
い
ま
し
た
。

（
近
江
八
幡
支
部
・
山
田
錦
理
）

本
部
の
動
き(　
　
　
　

)

元
・
11
・
21
よ
り

２
・
３
・
10
ま
で

11
月
24
日　

吟
道
之
碑
前
祭

11
月
30
～　

茨
城
県
本
部
の
講
習

12
月
１
日　

研
修
会
と
昇
格
審
査

　
　

６
日　

常
務
理
事
会

　
　

７
日　

神
奈
川
県
本
部
の
講
習

研
修
会

　
　

15
日　

佐
賀
県
本
部
大
会

１
月
18
日　

理
事
会 

　
　

25
～
26
日　

福
島
県
本
部
の
講

習
研
修
会
と
昇
格
審
査

２
月
５
日　

東
京
都
本
部
の
昇
格
審

査

　
　

６
日　

神
奈
川
県
本
部
の
昇
格

審
査

札
苗
小
学
校 

初
吟
会
に
参
加
し
て

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

　

１
月
10
日
（
金
）
札
苗
小
学
校
で

新
春
初
吟
の
集
い
は
開
か
れ
、
齋
藤

城
弘
先
生
以
下
３
名
が
参
加
し
ま
し

た
。こ
れ
は
、齋
藤
先
生
が
毎
年
行
っ

て
い
る
行
事
で
、
吟
の
指
導
と
発
表

会
を
兼
ね
た
も
の
で
す
。

　

会
は
、
児
童
50
名
、
教
員
４
名
で

実
施
さ
れ
、
大
変
盛
り
上
が
っ
た
会

と
な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
で
感
じ

た
の
で
す
が
、
児
童
た
ち
の
瞳
、
純

真
・
・
・
何
世
代
も
か
け
離
れ
た
出

会
い
の
素
晴
ら
し
い
感
動
で
し
た
。

児
童
た
ち
の
熱
心
に
吟
ず
る
姿
は
、

何
か
私
自
身
の
心
が
洗
わ
れ
る
よ
う

な
、
そ
し
て
吟
と
い
う
も
の
を
一
考

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

楽
し
い
雰
囲
気
の
う
ち
に
会
は
終

了
し
ま
し
た
が
、
そ
の
中
で
、
一
人

の
女
性
教
師
が
、
次
の
よ
う
に
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。「
詩
吟
は
、

日
本
古
来
の
伝
統
文
化
で
あ
り
、
今

は
日
本
の
人
た
ち
よ
り
も
、
外
国
の

方
々
が
関
心
を
持
ち
、
理
解
を
示
し

て
い
る
感
が
あ
る
・
・
・
皆
さ
ん

は
、
と
て
も
良
い
趣
味
を
持
ち
、
続

け
る
こ
と
で
日
々
の
生
活
が
潤
う
事

と
思
っ
て
い
ま
す
。」

　

齋
藤
先
生
が
同
校
に
お
い
て
指
導

さ
れ
た
数
は
、
５
０
０
名
を
超
え
る

そ
う
で
す
。
そ
の
貢
献
度
は
多
大
で

あ
り
、
容
易
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
我
々
道
央
本
部
で
は
、
伝
統
を

守
っ
て
こ
ら
れ
た
４
名
が
休
会
す
る

そ
う
で
、残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。チ
ャ

ン
ス
が
あ
れ
ば
、
ま
た
一
緒
に
吟
じ

た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
２
年
と
な
り
、
春
が
近
い
の

に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

の
問
題
が
起
き
、
会
も
約
半
年
休
会

に
入
り
ま
す
。
吟
は
、
自
分
に
と
っ

て
、
心
の
糧
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も

楽
し
み
と
し
続
け
て
行
こ
う
と
思
い

ま
す
。
吟
ず
る
だ
け
で
な
く
、
内
容

や
重
み
を
感
じ
取
れ
る
そ
ん
な
欲
も

あ
り
ま
す
。高
齢
に
な
っ
て
か
ら
は
、

吟
が
時
に
励
み
に
な
り
、
ま
た
慰
め

と
な
る
・
・
・
そ
う
思
い
ま
す
。

　

会
が
再
開
さ
れ
た
と
き
、
皆
様
に

合
え
る
こ
と
を
楽
し
み
に
待
っ
て
お

り
ま
す
。（道

央
本
部　

長
谷
見
城
星
）

一
龍
齋
貞
心
先
生
の

「
玉
菊
灯
籠
を
聴
く
会
」

の
お
知
ら
せ

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A

　

全
国
大
会
な
ど
、
錦
城
会
の
数
々

の
舞
台
で
解
説
を
務
め
て
頂
い
て
い

る
一
龍
斎
貞
心
先
生
は
、
俳
優
と
し

て
映
画
や
テ
レ
ビ
に
出
演
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
話
芸
に
惹
か
れ
講
釈
師

に
な
っ
て
50
年
に
な
る
そ
う
で
す
。

　

そ
の
50
年
を
記
念
す
る
舞
台
が
、

今
年
11
月
25
日(

水)

に
国
立
演
芸
場

で
「
玉
菊
灯
籠
を
聴
く
会
」
と
し
て

開
催
さ
れ
ま
す
。

　
「
玉
菊
灯
籠
」
は
大
阪
で
伝
承
さ

れ
て
い
る
、
大
変
珍
し
い
一
人
遣
い

の
乙
女
文
楽
と
の
共
演
で
、
主
人
公

の
花
魁
「
玉
菊
」
を
文
楽
人
形
が
演

じ
る
悲
恋
物
語
で
、
平
成
12
年
度
の

文
化
庁
芸
術
祭
優
秀
賞
を
受
賞
し
て

い
る
講
談
で
す
。
ま
た
佐
藤
ア
キ
子

先
生
も
琴
・
二
胡
の
伴
奏
を
務
め
る

そ
う
で
す
。

　

入
場
券
の
発
売
は
９
月
１
日
だ
そ

う
で
す
が
、
定
員
三
百
名
で
す
の
で

観
覧
ご
希
望
さ
れ
ま
す
方
は
、
お
早

め
に
ご
予
約
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

（
日　

時
）
11
月
25
日(

水)

　
　

    　

午
後
６
時
開
演

（
会　

場
）
国
立
演
芸
場

      (

千
代
田
区
隼
町
４
―
１)

（
入
場
料
）
四
千
円

（
入
場
券
の
申
し
込
み
は
、
９
月
１

日
以
降
に
左
記
の
連
絡
先
ま
で
）

お
名
前
・
人
数
・
電
話
・
住
所
を

Ｆ
ａ
ｘ
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

０
３
―
３
９
５
９
―
７
９
２
４
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地
元
Ｆ
Ｍ
放
送
『
レ
デ
ィ
オ
湘

南
』
の
取
材
に
よ
る
Ｑ
＆
Ａ
形
式
で

の
サ
ー
ク
ル
紹
介
の
模
様
を
、
神
奈

川
県
藤
沢
支
部
の
高
羽
城
幹
先
生
よ

り
投
稿
頂
き
ま
し
た
。

Ｑ
：
取
材
記
者　
　

Ａ
：
吟
詠
部
長
・
仲
里
城
幸 

　
　

担
当
師
範
・
高
羽
城
幹

Ｑ
：　

本
日
は
、
藤
沢
市
広
報
番

組
『
ハ
ミ
ン
グ
藤
沢
』
の
サ
ー

ク
ル
紹
介
の
取
材
に
参
り
ま
し

た
。
藤
沢
市
内
で
活
動
し
て
い

る
サ
ー
ク
ル
に
お
邪
魔
し
て
、

そ
の
サ
ー
ク
ル
の
活
動
や
雰
囲

気
、
魅
力
等
を
お
伝
え
す
る
番

組
で
す
。
今
回
は
、
藤
沢
市
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー『
こ
ぶ
し
荘
』

で
活
動
し
て
お
り
ま
す
「
こ
ぶ

し
吟
詠
部
」
の
皆
さ
ん
を
ご
紹

介
い
た
し
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
の

皆
さ
ん
！
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
先
ず
は
、
担
当
師
範

の
総
師
範
・
高
羽
城
幹
先
生
、

詩
吟
と
は
何
か
？
に
つ
い
て
教

え
て
下
さ
い
。

Ａ
：　

日
本
伝
統
文
化
に
詩
吟
と
い

う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
詩
吟
と

は
、
漢
詩
や
和
歌
等
に
、
独
特

の
『
フ
シ
』
を
付
け
て
歌
う
も

の
で
、
今
か
ら
千
年
も
の
昔
か

ら
の
中
国
の
漢
詩
（
李
白
や

杜
甫
等
）
や
日
本
の
漢
詩
（
吉

田
松
陰
・
西
郷
隆
盛
等
）
な

ど
、
立
派
な
人
が
心
を
込
め
て

作
っ
た
名
詩
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
の
漢
詩
に
は
、
勇
壮
・

教
訓
的
な
も
の
、
風
景
・
叙
情

的
な
も
の
、
哀
愁
・
懐
古
的
な

も
の
、
慶
弔
的
な
も
の
等
が
あ

り
ま
す
。こ
れ
ら
の
漢
詩
に
は
、

４
行
詩
の
絶
句
や
律
詩
等
長
い

詩
が
あ
り
ま
し
て
、
詩
吟
朗
詠

の
伴
奏
に
は
、
尺
八
・
箏
・
コ

ン
ダ
ク
タ
ー
等
が
使
わ
れ
、
音

楽
的
感
覚
、
精
神
統
一
、
人
間

形
成
に
も
役
立
つ
も
の
と
思
い

ま
す
。

　

私
が
お
稽
古
を
し
て
い
る
流

派
は
『
詩
吟
朗
詠
錦
城
流
』
と

申
し
ま
し
て
、
全
国
に
多
く
の

仲
間
が
楽
し
く
お
稽
古
を
し
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
老
若
男
女

ど
な
た
に
も
で
き
ま
す
し
、
特

に
少
年
少
女
も
元
気
に
活
躍
し

て
お
り
ま
す
。
温
故
知
新
、
根

気
の
鍛
錬
、
腹
式
呼
吸
に
よ
る

健
康
増
進
、
そ
し
て
日
頃
の
生

活
に
潤
い
を
・・・
と
云
う
事
で
、

皆
さ
ん
！
寸
暇
を
利
用
し
て
吟

じ
て
み
ま
せ
ん
か
？
・
・
・
等

と
常
に
Ｐ
Ｒ
し
て
お
り
ま
す
。

Ｑ
：　

さ
て
皆
さ
ん
、
詩
吟
の
事
を

少
し
ご
理
解
さ
れ
た
所
で
、
早

速
で
す
が
、
吟
詠
部
長
の
仲

里
城
幸
さ
ん
に
お
伺
い
し
ま

す
。
こ
ぶ
し
吟
詠
は
、
い
つ
頃

ど
ん
な
き
っ
か
け
で
設
立
し
た

サ
ー
ク
ル
で
し
ょ
う
か
？

Ａ
：　

今
か
ら
11
年
前
に
、
こ
ぶ
し

荘
が
、
高
羽
城
幹
先
生
の
指
導

に
よ
る
入
門
講
座
の
募
集
を

『
広
報
ふ
じ
さ
わ
』
に
掲
載
し

た
と
こ
ろ
、
20
人
程
の
方
々
が

応
募
さ
れ
、
４
日
間
の
講
座
を

終
了
し
た
後
、
参
加
者
の
希
望

に
よ
り
サ
ー
ク
ル
活
動
に
移
行

し
て
以
来
、
お
稽
古
を
続
け
て

い
ま
す
。

Ｑ
：　

詩
吟
入
門
講
座
は
、
毎
年

行
わ
れ
て
い
る
ん
で
し
ょ
う

か
？

Ａ
：　

毎
年
１
回
、
６
月
頃
に
、『
広

報
ふ
じ
さ
わ
』
に
掲
載
し
て
、

こ
ぶ
し
荘
と
の
共
催
事
業
と
し

て
詩
吟
入
門
講
座
を
募
集
し
て

お
り
ま
す
。

Ｑ
：　

今
、
こ
ぶ
し
吟
詠
部
の
会
員

は
何
人
で
す
か
？
ま
た
、
年
代

は
？

Ａ
：　

男
性
６
人
、
女
性
５
人
計
11

人
で
す
。
60
代
が
１
人
、
70
代

が
６
人
、
80
代
が
４
人
で
す
。

Ｑ
：　

こ
ぶ
し
吟
詠
部
の
皆
さ
ん
、

毎
月
の
お
稽
古
の
他
に
発
表

の
機
会
が
あ
る
ん
で
し
ょ
う

か
？

Ａ
：　

は
い
、
ご
ざ
い
ま
す
。
１
月

に
初
吟
会
、
５
月
に
総
会
兼
温

習
会
、
10
月
に
は
70
歳
以
上
の

会
員
に
よ
る
大
寿
吟
詠
発
表

会
、
こ
の
他
に
、
５
月
に
は
、

こ
ぶ
し
荘
主
催
の
『
こ
ぶ
し
ま

つ
り
』
が
あ
り
ま
し
て
、
私
達

吟
詠
部
の
メ
ン
バ
ー
も
参
加
さ

せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

Ｑ
：　

年
４
回
も
発
表
の
場
が
あ
る

と
い
う
事
で
す
が
、
お
忙
し
い

で
す
ね
。

Ａ
：　

で
も
、
皆
さ
ん
楽
し
く
大
き

な
声
で
元
気
に
歌
っ
て
い
ま
す

の
で
、非
常
に
楽
し
い
で
す
ね
。

Ｑ
：　

本
当
に
お
元
気
な
仲
里
さ
ん

で
す
が
、
さ
あ
、
そ
れ
で
は
、

こ
ぶ
し
吟
詠
部
の
メ
ン
バ
ー
募

集
を
行
っ
て
い
る
と
お
話
が
あ

り
ま
し
た
の
で
、こ
こ
で
、サ
ー

ク
ル
の
Ｐ
Ｒ
を
代
表
者
の
仲
里

城
幸
さ
ん
か
ら
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

Ａ
：　

私
た
ち
は
、
詩
吟
朗
詠
錦
城

流
総
師
範
の
高
羽
城
幹
先
生
の

ご
指
導
の
も
と
で
、
毎
月
第

２
、
第
４
火
曜
日
、
午
前
９
時

20
分
か
ら
11
時
20
分
ま
で
の
２

時
間
、
会
員
一
同
楽
し
く
お
稽

古
を
し
て
お
り
ま
す
。ど
う
ぞ
、

詩
吟
に
興
味
を
持
た
れ
た
方
が

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
是

非
こ
ぶ
し
荘
へ
お
越
し
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
体
験
や
見
学
も
大

歓
迎
で
ご
ざ
い
ま
す
。

Ｑ
：　

そ
れ
で
は
、
吟
詠
部
の
皆
さ

ん
の
詩
吟
を
お
楽
し
み
頂
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

Ａ
：　

最
初
は
、
全
員
で
、
石
川
丈

山
作
「
富
士
山
」
の
合
吟
を
し

ま
す
。
続
い
て
、私（
仲
里
）が
、

杜
牧
作
の
「
山
行
」
を
、
野
中

洋
子
さ
ん
が
張
継
作
「
楓
橋
夜

泊
」
を
吟
じ
ま
す
。
最
後
に
、

詩
吟
入
り
の
「
武
田
節
」
を
全

員
で
歌
い
ま
す
。

Ｑ
：　

皆
さ
ん
、
如
何
で
し
た
で

し
ょ
う
か
？
素
敵
な
詩
吟
朗
詠

を
ご
披
露
し
て
頂
き
ま
し
た
。

２
番
目
の
野
中
洋
子
さ
ん
は
、

目
が
ご
不
自
由
な
た
め
、
詩
文

を
全
て
暗
記
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
そ
う
で
す
が
、
全
く
そ
う

い
う
事
を
感
じ
さ
せ
る
こ
と
の

な
い
素
晴
ら
し
い
も
の
で
し

た
。
人
一
倍
努
力
を
さ
れ
て
お

稽
古
に
励
ま
れ
て
い
る
事
と
思

い
ま
す
。

　

本
日
は
、
お
忙
し
い
所
を
、

レ
デ
ィ
オ
湘
南
『
ハ
ミ
ン
グ
藤

沢
』
サ
ー
ク
ル
紹
介
の
取
材
に

ご
協
力
を
頂
き
ま
し
て
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今

後
の
こ
ぶ
し
吟
詠
部
の
ご
発
展

を
祈
念
し
て
、
終
了
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

こ
ぶ
し
吟
詠
部
の
発
足
の
き
っ
か

け
、
そ
の
後
の
活
動
状
況
等
、
会
員

増
強
対
策
の
一
助
に
し
て
い
た
だ
け

る
と
嬉
し
い
で
す
。　
　
　
　
（
Ｓ
）

　

は
～
い
！

レ
デ
ィ
オ
湘
南
（F

M
8
3
.1
M
H
z

）
で
～
す
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生
：
１
５
３
０
年
２
月
18
日

没
：
１
５
７
８
年
４
月
19
日

　
　
　
　
　
　
　
（
享
年
49
）

　

戦
国
時
代
の
武
将
で
、
幼
名
を
虎

千
代
、
元
服
し
長
尾
平
三
景
虎
、
上

錦
城
流
の
教
本
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

　
漢
詩
の
作
者
（
７
）	

上　

杉　

謙　

信
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A

杉
氏
を
継
ぎ
政
虎
と
称
し
、
室
町
幕

府
将
軍
足
利
義
輝
の
諱
の
一
字
を
受

け
輝
虎
と
改
名
し
た
。
弾
正
少
弼
と

な
り
、
出
家
し
謙
信
と
号
し
た
。

上
杉
謙
信
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド

①　

大
の
酒
豪

　

謙
信
は
、
酒
が
大
の
好
物
。
つ
ま

み
も
ほ
と
ん
ど
取
ら
ず
、
ひ
た
す
ら

酒
だ
け
を
楽
し
む
と
い
う
飲
み
方
。

上杉謙信

「
馬
上
杯
」
と
い
う
直
径
12
セ
ン
チ

も
あ
る
大
杯
が
遺
品
と
し
て
残
っ
て

い
る
。
49
才
と
い
う
若
さ
で
亡
く

な
っ
た
の
も
酒
の
飲
み
過
ぎ
が
原
因

と
の
説
が
有
力
で
あ
る
。

　
【
辞
世
の
句
】

　
　
四
十
九
年
　
一
睡
夢

　
　
　
一
期
栄
華
　
一
盃
酒

（
四
十
九
年
の
我
が
生
涯
は
、
一
睡

の
夢
に
過
ぎ
な
い
、
こ
の
世
の
栄
華

は
一
盃
の
酒
に
等
し
い
）

②　

敵
に
塩
を
送
る

　

武
田
信
玄
が
駿
河
の
国
に
侵
攻
し

た
時
、
駿
河
の
国
主
・
今
川
氏
真
は

そ
の
報
復
と
し
て
、
信
玄
の
領
地
に

塩
を
送
る
こ
と
を
禁
止
し
た
。
こ
の

こ
と
を
知
っ
た
謙
信
は
、
氏
真
の
行

い
を
「
卑
怯
で
あ
る
」
と
非
難
し
た

上
で
、
信
玄
の
領
地
に
塩
を
送
っ
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
際
に
信

玄
と
争
う
べ
き
は
、
弓
（
戦
争
）
に

あ
っ
て
、
米
塩
で
は
な
い
と
い
う
名

言
を
残
し
て
い
る
。

③　

毘
の
軍
旗
を
掲
げ
る

　

謙
信
の
軍
旗
に
は
、「
毘
」
の
文

字
が
あ
っ
た
。
こ
の
軍
旗
は
、
謙
信

が
信
仰
し
て
い
た
「
毘
沙
門
天
」
の

一
文
字
を
と
っ
た
も
の
あ
る
。
謙
信

の
母
、
虎
御
前
が
信
心
深
か
っ
た
こ

と
や
、
幼
い
謙
信
を
教
育
し
た
天
室

光
育
の
影
響
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

国
主
の
座
に
就
い
て
か
ら
、
謙
信
は

春
日
山
城
下
に
毘
沙
門
堂
を
建
立
し

て
毘
沙
門
天
を
祀
っ
た
。
そ
し
て
、

日
夜
こ
こ
に
参
拝
し
、
国
内
の
安
全

と
合
戦
の
勝
利
を
祈
願
し
て
い
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
る
。

（
歴
史
上
の
人
物
・co

m

よ
り
）

　

酒
豪
と
し
て
の
豪
快
さ
、
鋭
い
眼

光
で
人
を
圧
す
威
風
を
持
つ
反
面
、

能
筆
家
で
和
歌
を
好
む
繊
細
な
文
化

人
で
も
あ
っ
た
。
権
威
や
伝
統
を
重

視
す
る
古
風
な
精
神
と
、
毘
沙
門
天

を
熱
烈
に
信
仰
す
る
実
直
、
潔
癖
な

性
格
の
持
ち
主
で
生
涯
独
身
を
通
し

た
。出

典　

朝
日
日
本
歴
史
人
物
事
典

日
本
伝
統
文
化
吟
友
会
（
旧
ビ
ク
タ
ー
吟
友
会
）
主
催
の
催
し
で
す
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、
急
遽
、
11
月
以
降
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。
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A
A

A
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